
１ 現行計画及び見直しの経緯 
区では、平成 30（2018）年度に「品川区環境基本計画〔計画期間 平成 30（2018）年度～平成 39

（2027）年度〕（以下、「基本計画」という。）」を策定した。（以下、「現行計画」という。） 
当該計画により、中間見直しを行う。 

２ 検討経過 

表１．環境活動推進会議における環境基本計画施策体系に対する意見（一部抜粋） 
番号 主なご意見 対応 

1 
ZEBや ZEH、メタネーション、コージェネレーションなどの専
門用語を多用すると分かりづらいのではないか。 

適宜注釈を入れるように努める。また、通常の概要版の
ほかに、小学生向けの概要版の作成も行う。 

2 

現行計画および見直しの経緯に「最新の環境課題を踏
まえた実効性のある見直しを行う」と記載されているが、
一部、2050 年を目標にしている施策が見受けられる
（メタネーションなど）。 

2030 年度のカーボンハーフ達成に向けた施策と、2050
年ゼロカーボン達成に向けた施策を分類し、記載する。 

3 SDGs との関連性を示したほうがよいのではないか。 各目標に SDGs のゴールを関連づける。 

4 
以前実施したアンケートでも示されたように、いかに共通
目標を拡大していくかが重要である。 

エコルとごしを活用し、区民・事業者への環境教育・環境
コミュニケーションを充実させていく。 

３ 他区の動向 

表 2．他区の環境基本計画における二酸化炭素（または温室効果ガス）削減目標 

４ 二酸化炭素排出量の削減目標設定と削減シナリオの検討 

表 3．環境基本計画の二酸化炭素排出量の削減目標比較（現行計画・令和 4年度改訂後） 

表４．品川区の二酸化炭素排出量（単位 kt-CO2） 

分類 
2013 年度 
（基準年度）

2019年度 目標値 
（カーボンハーフ） 

目標（カーボンハーフ）達成に 
必要な削減量 基準年度比 

農業 0 0 0.0% 0 0 

建設業 28 20 -28.6% 14 6 

製造業 52 38 -26.9% 26 12 

家庭 600 525 -12.5% 300 225 

業務 1,096 858 -21.7% 548 310 

自動車 268 229 -14.6% 134 95 

鉄道 124 106 -14.5% 62 44 

廃棄物 50 61 22.0% 25 36 

合計 2,218 1,837 -17.2% 1,109 728 

品川区の二酸化炭素削減量は 63.5kt-CO2/年（年平均）となる。 
現状の削減量で推移した場合、2013年度比でカーボンハーフを達成するのは 2032年度と予測される。 
2030年度までにカーボンハーフを達成するために、さらなる脱炭素への取り組みが必須である。 

５ 今後のスケジュール 

時期 内容 詳細 

12 月上旬 環境対策庁内会議（課長級） 進捗報告、素案の確定 

12 月中～下旬 環境対策推進会議（部長級） 進捗報告、素案の確定 

12/27  災害・環境対策特別委員会 パブリックコメントの内容を議会報告 

1/21  パブリックコメント開始 広報しながわ 1/21 号に掲出 

2 月中旬 パブリックコメント終了  

4/1  環境基本計画 運用開始  

年度 日時 会議名など 詳細 
令和 3 3/16  環境対策推進会議（部長級） 基本計画の中間見直し計画を報告 

令和 4

5/14  第 5 回環境活動推進会議 5 つの基本目標達成のためのキーワードを募集 
6 月 区民・事業者アンケート 区民 1,500 名、事業者 500 社にアンケート 
6/8  災害・環境対策特別委員会 基本計画の中間見直し計画を報告 
6/30  災害・環境対策特別委員会 アンケート結果（速報）を報告 
7 月 
~8 月 

庁内関係各課ヒアリング 
施設整備課、都市計画課、清掃事務所など関係各課にヒアリ
ングを実施し、目標数値の見直し 

7/27  環境対策庁内会議（課長級） 施策体系図を提示 
8/24  災害・環境対策特別委員会 アンケート結果を報告 
8/27  第 6 回環境活動推進会議 施策体系図に対する意見募集 →「表１」参照

自治体名 策定・見直し時期 策定/見直し 2030年度削減目標 2050 年度削減目標 
杉並区 令和 4年度 改定 50% －
墨田区 令和 3年度 中間見直し 50％ －
葛飾区 令和 3年度 改定 50% 実質ゼロ 
足立区 令和 3年度 中間見直し 46%（さらなる高みとして 50%） 実質ゼロ 
大田区 令和 3年度 改定 46％ 実質ゼロ 

目標年度 現行計画の削減目標 令和 4年度改訂後の削減目標 

2030 40% 
※2013年度比

50％（カーボンハーフ） 
※2013年度比

2050 ― 実質ゼロ（ゼロカーボン）

品川区環境基本計画中間見直し 素案に向けた検討状況 災害・環境対策特別委員会資料
令 和 ４ 年 １ １ 月 ４ 日 
都 市 環 境 部 環 境 課 



品川区環境基本計画 施策体系図 

将来像 基本目標 施策の方向性 施策
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基本目標1 
「脱炭素なくらし・仕事・ま
ち」を実現する 
（地球温暖化対策） 

星

基本目標 2 
「持続可能な循環型都市」
を実現する（資源循環） 

基本目標 3 
「水とみどりがつなぐまち」を
実現する（自然環境）
【生物多様性地域戦略】

基本目標 4 
「すこやかで快適な暮らし」
を実現する（生活環境） 

基本目標 5 
「やすらぎとにぎわいの都
市景観」を形成する（文
化環境） 

共通目標 
「日常的に実践する人」を
育てる（環境教育・環境
コミュニケーション） 

・水とみどりの骨格形成 ・健全な水循環の確保 ・河川・運河の水質改善
・生物生息空間の保全・再生 ・自然環境を意識した施設の設置・管理 
・継続的な生物生息状況の把握 

・歴史・文化を伝える資源の保全・活用 ・特色ある公園づくり
・水とみどりを活かしたにぎわいづくり 

・区内の水とみどりのネットワークの充実 ・地域緑化の推進 ・水辺空間の整備・活用
・小スペースを活かしたみどりづくり ・魅力ある公園づくり 

・環境に関する情報の整理と効果的な発信

・環境学習交流施設「エコルとごし」を活用した次世代を担う人材の育成
・区民・事業者の環境学習・体験の機会づくり 
・区役所職員の環境学習・行動の推進 

・環境活動・環境教育を行う団体・事業所や人材との協働
・環境に配慮した事業活動の支援 
・他地域での環境活動の促進 

・普及啓発活動の推進 ・水とみどりの活動表彰
・水とみどりの人材の育成 ・区民との協働 

・家庭ごみの発生抑制 ・事業系ごみの発生抑制 ・再利用の推進
・食品ロスの削減、 プラスチックごみの削減
・区民の自主的な活動の支援 ・区の資源回収事業の推進 ・事業系リサイクルの推進

・家庭ごみの適切な排出の推進 ・事業系ごみの適切な排出の推進
・地域における適正排出の推進 ・効率的で環境負荷の少ない収集体制

・地産地消の推進
・サスティナブルファッションの推進

・大気、水質、土壌等の保全および騒音・振動等への対応
・鳥獣等による被害への対策 

・ユニバーサルデザインのまちづくりの推進 ・利便性の高い公共交通網の整備
・安全な歩行者・自転車の空間整備 

・多様な品川らしさを踏まえたまちづくりへの活用 ・歴史あるまちの景観の再生と活用
・生活に密着した住宅景観の保全と誘導 
・活力に満ちたにぎわいや調和の取れた景観の創出 ・新たなまちの景観の整備と誘導 

・家庭及び事業所の省エネ推進
・区施設の率先した省エネ、脱炭素化(ZEB)  
・区内建物の高断熱化、脱炭素化（ZEB,ZEH） 
・国や都の各種支援事業と連携した事業の推進 

・暑さ対策 ・風水害対策

・次世代自動車の導入促進、インフラ整備 ・庁用車の次世代自動車への切り替え
・カーシェアリングの推進 ・ウォーカブルなまちづくりの推進
・公共交通の利便性向上 ・新たな脱炭素モビリティの基盤整備 

・面的な再生可能エネルギー利用の普及拡大
・水素・アンモニアの利活用のための基盤整備 ◎
・メタネーションを見据えたコジェネの推進  ◎

・外来生物による被害の把握 ・侵略的外来種の防除・公共事業における外来植物
等の使用回避・拡散防止 ・植物検疫との連携 

3-1 水とみどりを守り育てる

3-2 水とみどりが身近にある豊かな暮らしをつくる

1-1 エネルギー利用をさらに削減する 

1-2 革新的な技術導入により再生可能エネルギー利用を
拡大する 

1-３ 脱炭素なまちづくりを推進する 

3-3 品川らしい水とみどりを継承しまちづくりに活かす

1-4 気候変動に適応する取組を推進する 

2-1 ごみの発生抑制を推進する
2-2 資源リサイクルを推進する

2-３ 適正処理を推進する

3-4 みんなで水とみどりを育む

4-1 すこやかな暮らしを守る

4-2 人にやさしい地域づくりを目指す

5-1 歴史や文化を大切にし、魅力ある街並みをつくる

2-4 地域循環共生圏（ローカル SDGｓ）の形成推進

共通-1 環境情報を発信する

共通-2 次世代を担う人材を育む

共通-3 協働により環境活動を推進する

3-5 外来生物対策

◎ 2050 を目標に推進する施策


